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令和６年度 第２回朝倉市総合教育会議 

日時：令和６年１２月２３日（月）13:30～14:22 

場所：ピーポート甘木 第３学習室 

 

出席者：構成員   林市長、早野教育長、上原教育委員 

坂口教育委員、髙倉教育委員 

     教育部   隈部教育部長、平井教育課長、姫野文化・生涯学習課

長、手島文化・生涯学習課生涯学習・スポーツ係長   

          田中教育課主幹参事、松尾教育課参事 

          江﨑教育課総務係長 

    関係課   草場保健福祉部長 

          仲山福祉事務所長 

          時川子ども未来課長 

          石田市民環境部長 

          則松人権・同和対策課長 

          大山人権・同和対策課人権・同和教育係長 

    事務局    三浦企画振興部長、篠原男女共同参画推進室長、 

          廣田男女共同参画推進・青少年係長、坂口、加藤 

傍聴者   ０名 

 

１ 開会 

 

２ 市長あいさつ 

 

３ 議題 

 

（１）地域コミュニティを核とした世代間・地域間交流事業（e-Sports）に 

ついて 

 （２）小・中学生における人権・同和教育について 

 

４ その他 

  

（１）令和 7年度第 1回総合教育会議について 

 

 

５ 閉会 
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市長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

男女共同参

画推進室長 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

教育長 
 
 
 

 

 

文化・生涯

学習課 

 

教育長 

 

 

市長あいさつ 

大変お忙しいところ、令和６年度第２回朝倉市総合教育会議にご

出席をいただきまして、まことにありがとうございます。また、皆

様には日頃から、本市の教育行政にご尽力いただいておりますこと

に、心より感謝申し上げます。 

この総合教育会議は、教育委員会と市長である私が、対等な執行

機関の立場として、教育分野における課題や教育のあるべき姿につ

いて、協議・調整を行う会議でございます。各種情報を共有し、連

携しながら、教育の条件整備など重点的に講ずべき施策等を効果的

に推進することで、本市の教育行政をよりよい方向へ進めていきた

いと考えております。 

本日の総合教育会議が市の教育行政の更なる充実・発展に寄与す

ることを期待いたしますとともに、教育長並びに教育委員会の皆様

には、この会議を含め、今後とも市の教育行政のためにお力添えを

賜りますようお願い申し上げ、開会に際の挨拶とさせていただきま

す。 

よろしくお願いいたします。 

 

ありがとうございました。 

それでは、議題に入ります。これからは、朝倉市総合教育会

議設置要領第３条第 1項により林市長に議長として進めていた

だくところですが、令和４年度より早野教育長に議長をお願い

しております。事務局としては、今年度も引き続き、早野教育

長にお願いしたいと考え、事前に教育長に了解を得ております

ので、皆さんよろしいでしょうか。それでは、早野教育長よろ

しくお願いいたします。 

 

それでは、次第に沿って次第３の協議を進めさせていただき

ます。まずは（１）「地域コミュニティを核とした世代間・地域

間交流事業（ e-Sports ）について」を議題といたします。文

化・生涯学習課より資料の説明をお願いいたします。 

 

（１）「地域コミュニティを核とした世代間・地域間交流事業（ e-

Sports ）について」説明 

 

それでは、「ｅスポーツ」について説明が終わりました。ご質

問、ご意見等がございましたらお願いいたします。 
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坂口委員 

 

 

 

 

生涯学習・

スポーツ係

長 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育長 

 

坂口委員 

 

 

 

 

 

生涯学習・

スポーツ係

長 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育長 

 

坂口委員 

 

 ２ページにあります目的ですね、目的は分かるんですけれど

も、制度的に取り組むことができる環境の整備を行うとともに 

そのあと方向性を検討すると、その辺の部分をもう少し具体的

に説明をしていただけたらと思います。  

 

やはり、こういう大会というのは１回限りで終わらず、どう

やったら地域に根差していけるのかということで、まず、来年

度にコミュニティ対抗戦をしますので、その時には今のところ

考えているのが、各コミュニティにゲーム機、Switchなりを配

備しまして、そのままずっと使っていただきたいと思っており

ます。それには、ゲームの立ち上げ方とか、運用の仕方なんか

は、行政のほうで考えて、皆さんが、例えば、シニアクラブの

集まりとか、そういった時に、みんなが自分たちでできるよう

なところまでできたら、浸透していくのではないかということ

で、具体的に言えば、そういったことを考えています。 

 

よろしいでしょうか。 

 

はい。引き続きいいですか。令和７年度、来年度につきまし

てはわかりました。３年目ですね、令和８年度、「ｅスポーツ」

を観戦する体制を構築する。それも分かります。その後の展望

ですね、この３カ年の終わった後の展望がもしありましたら、

その後の展望をお聞かせ願えたらと思います。 

 

こちら、庁内プロジェクトということで、健康部門とか介護

部門とか、教育部門も入っているんですけれども、そういった

中で、各分野において色々な可能性があるということで、具体

的にはまだ決めておりませんが、それぞれの分野において活用

できるようなことをしていきたいと思います。それには先ほど

申し上げた、それぞれのコミュニティが自らちゃんと運用出来

ていくような体制を作りまして、やりたいと思っていますの

で、３年目については具体性がちょっとないかと思いますが、

「ｅスポーツ」を活用できていくような体制を作りたいと思っ

ております。 

 

よろしいですか。 

 

はい。わかりました。 
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教育長 

 

髙倉委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育長 

 

 

 

上原委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

では、ほかに。 

 

 関連して。先ほどおっしゃったように、３年目以降のことに

含めてなんですけども、継続性というのが非常に大事になって

くるので、そのうえでも、今、プロジェクトチームという形で

作られて、活動されて、動かしていっている。当然的に、ＤＸ

推進室が中心になっていくだろうと思うんですけれども、将来

的に、そこで頑張った朝倉市の子ども達が、一番理想、僕が考

える理想としては、そういう活動を通しながら、子ども達が成

長していく中で、最後は朝倉市に帰ってくるような、何かそう

いうふうな最終的には大きな地方創生という枠の考え方の中で

この「ｅスポーツ」がすごい力を発揮してくれると素晴らしい

だろうなぁというふうに思うんですね。だから、なおさら、

今、プロジェクトチームという形が更に発展した形で、できた

ら、別途の組織としての、例えば「ｅスポーツクリエイティブ

推進室」みたいな別組織として、更に組織が出来上がって、そ

れに注力できるようなですね。その中で、手島係長が言われた

ように、本当に継続性のあるものが地域の中で根差していっ

て、コミュニティの中に根差していくなかで、そこに人も育っ

ていくみたいな、そういうふうな将来的な方向性になると本当

にいいだろうなぁという思いで、僕は思っていますので、意見

になりますけれど、できたら、そういうふうな組織の部分も含

めて、更にこの取り組みが充実していくような将来性を、ぜ

ひ、人を育てるという視点からでも考えていただけたらなぁと

いうふうな気持ちでいます。 

 

「ｅスポーツ」プロジェクトチームの位置づけと、将来性と

いいますか、発展性といいますか、そういったご意見をいただ

きました。ありがとうございました。ほかにございましたら。 

 

すいません。私は、実際、この「ｅスポーツ」っていうの

は、反射力とか俊敏力とか、そういうものはずいぶん鍛えられ

るのかなという反面、例えば、基本的な下半身強化とか、筋力

強化には結びつかない部分もあるというようなことが分かりま

す。ただ一番、子ども達の中で、心配する部分としては「視

力」。結局、今の子ども達はタブレットとか使うし、こういうゲ

ームとかもやって、割と若年層から近視というか、眼を傷める

ような機会が多いので、だから、こういうことを、一つの意見

ですけど「ｅスポーツ」を推進しながら、そういう眼に対する
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教育長 

 

 

 

坂口委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育長 

 

髙倉委員 

 

 

 

 

 

 

悪くならないような、そういうような、構成の中に朝倉診療所

さんとかが入ってあるので、お医者さんたちの、ドクターの意

見を聞きながら、そういうマイナスの面が出ないようにしてい

ただけるといいなということを思っています。 

 

やっぱり、どうしても画面を見ることが多うございますの

で、視力面が心配かなと。そういったところへのバックアップ

も含めて必要なのではないかという意見でございました。 

 

将来的に自らが運用できる体制をということであったら、各

コミュニティにですね、例えば、これは予算が伴うのでなんと

も言えないんですけれども、ゲーム機の設置なりが考えてある

んだろうかなとは思うんですけれども、もし、各コミュニティ

で、自分たちで運用していくっていうふうになれば、やっぱり

そういった措置が必要になっていくんじゃないかと思っていま

す。ただ、グランドゴルフに例をとってみると、各コミュニテ

ィでグランドゴルフを一生懸命練習してあって、将来的には、

コミュニティを代表じゃないですけれども、チームを作ってク

ラブ活動の大会があっています。例えば、そういった形で、「ｅ

スポーツ」の各コミュニティで体験なり、いろんなことをし

て、そういった中で、慣れ親しんでいった子どもなり、あるい

は大人が将来的には、試合って言うんですかね、チームを組ん

での試合というところまで行きつければいいんじゃないかとい

うふうには思うんですけれども、どうしても予算の問題がある

と思いますので、多分、結構な額ではないかなというふうには

思います。私も実際「ｅスポーツ」を体験してみて、結構、楽

しいし、おもしろいし、効果あるんだろうなぁと思いましたの

で、もしよかったら、そういうふうなところでは推進のほうも

よろしく３年目以降もお願いしたいと思います。  

 

ご意見として 

 

ぜひ、本当にいい取り組みだと思いますので、地域のコミュ

ニティの活性化に限らず、そこから飛び出してほしいです。で

きたら、ぜひ、地域の魅力を発信する機会にしてもらいたい

し、将来的には、その中で、朝倉市の持っているポテンシャル

である、例えば、原鶴温泉であったりとか、秋月の歴史であっ

たり、それとゲームとの関連性も当然出てくるだろうし、そう

いう部分も含めて、いろんなものに関連付けて、地域の魅力を
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教育長 

 

 

企画振興部

長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育長 

 

保健福祉部

長 

 

 

 

 

 

 

 

 

発信する機会にぜひしてもらいたい。そういうイベントを含め

た取り組みを、ぜひ企画運営していく中で、朝倉の良さを発信

できる基礎としてもらいたい。だからこそ、もとに戻りますけ

ど、ぜひ、さきほどの「クリエイティブ推進室」じゃないです

けれども、別途そういうところに注力できる組織のなかで、シ

ンクタンク等含めて、朝倉の魅力を発信する一つのツールにし

てもらいたいなぁっていうそういう気持ちでいます。よろしく

お願いしときます。 

  

市役所各課の方々も今日ご参加いただいていますので、何か

具体的ご意見等ございますでしょうか。 

 

ＤＸも持っておりますし、シティプロモーション課というの

もうちの所管になりますので、このゲームについては、各地域

コミュニティが実際の地域間、世代間交流が薄いというのはい

ろんな課題でコミュニティからも出されています。そういった

中では、こういったツールがすごく効果があるのかなと思って

おります。 

教育委員会のほうではですね、各コミュニティでされている

ことが、そういったことに繋がればいいと思いますし、先ほど

髙倉委員が言われました、地方創生ですね、そういった世代間

交流が繫がって、子育てしやすいとか、そういったことに繋げ

てですね、将来的には人口減少に少しでも歯止めがかかればと

いうふうに思っております。組織については、今後の検討課題

となるかと思いますけど、ぜひ、そういったご意見をもとにで

すね、市のほうも進めていきたいと思っております。 

 

どうもありがとうございました。では、草場部長。 

 

「ｅスポーツ」につきましては、高齢の方の認知症防止にも

かなり効果があるということですので、保健福祉部といたしま

してはそっちのほうから協力をさせていただきたいなぁと思っ

ております。 

あと、全然違う話なんですけれども、私は、前、「ｅスポー

ツ」の先進地に視察に行ったときに、小中学生のプログラミン

グ教育というのもひとつの柱にされているところがございまし

た。そういう人材を育てて、将来、朝倉市に帰ってきていただ

く、そういったこともできるんじゃないかなというふうに思っ

ております。 
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教育長 

 

市長 

 

教育長 

 

市長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

他によろしいですかね。 

 

私からいいですか。 

 

市長 

 

「ｅスポーツ」はですね、いろんな面での可能性が非常に大

きいというのは間違いないと判断をしておりまして、企画振興

部長、保健福祉部長から話がありましたように、それぞれの年

代に対してもですね、大変効果があるということ。それから、

教育委員の皆さん方から、かなり積極的なお話もいただきまし

た。もちろん、予算を伴う問題でもあると思います。一つは、

地域コミュニティが、どうしても高齢化等で若干、弱体化して

いるところも見受けられるというのが実情であります。そうい

ったことに対して、地域コミュニティにしっかりしていただき

たいというのも当然の事でありますので、その中の一つの形と

しても考えられるんじゃないかと考えています。 

それから、九州バーク運輸ですね、ここに私も行きました。

キャンプ場を開設されておりまして、１年くらいたったという

ことで感謝祭をキャンプ場の施設の中で行ってありまして、地

域の子ども達が相当たくさん参加をして熱中してゲームを楽し

んでいたというのが一つございます。 

それからですね、九州バーク運輸は会社経営に「ｅスポー

ツ」のプロを目指して取り組む若手を６、７名くらいかな、採

用していまして、１日の半分は会社の事、もう半分は「ｅスポ

ーツ」を徹底して訓練しなさいと。そんなことがやられていま

して、もうすでに、旧杷木町地区に若い人が移住をしていま

す。どこまで定着するかというのはまだわからないところがあ

りますけれども、そういった効果も実は現れております。 

それから、朝倉光陽高校のｅスポーツ部が大会運営等々に大

変協力をして、そういう体験をしながら高校生として幅を広げ

ているというのも感じとられるような気がしております。 

そういったことを考えますと、予算をある程度伴うというこ

とも踏まえて、「ｅスポーツ」を進めていきたいというふうに考

えております。 

上原委員が言われましたように、眼の保護の問題、これにつ

いては、気を付けてやっていただきたいというふうに思いま

す。 
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教育長 

 

 

 

 

 

 

人権・同和

対策課 

 

教育長 

 

 

髙倉委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大牟田市、宗像市、朝倉市ほか自治体が取り組みを始めてい

まして、福岡県も力を入れていくということになっております

ので、どうぞよろしくお願いしたいと思います。 

 

先日の甘木コミュニティでの大会でも、「朝倉市はある意味進

んでいますね」というふうに、県の方から最後にご感想を頂き

まして、特に、いいツールじゃないかと思っております。 

２つめは「小・中学生における人権・同和教育につい

て」を議題とさせていただきたいと思います。 

人権・同和対策課より説明をお願いいたします。 

 

「小・中学生における人権・同和教育について」説明 

  

 

以上、人権・同和対策課の説明を終わります。 

質問ご意見等ありましたら、お願いしたいと思います。 

 

杷木の「いのち・愛・人権」展に今回も参加し、見させてい

ただいて、先ほど、説明があったようにきちんとした啓発活動

が、子ども達のなかも学校現場も含めてですけども、行われて

いることに対して感謝申し上げるのと、子ども達が作った作品

等含めて、素晴らしい内容がたくさんありましたので、こうい

う活動は、市民の中にやはりいろんな方に見ていただいて、具

体的に子ども達が活動している姿を見てもらうというのは素晴

らしいことなので、さらに今後とも継続して取り組んでいただ

けたらなあというのが１点です。 

 もう１点は、当然、小・中学校における人権・同和教育です

ので学校現場においては、それぞれの学校が同和教育の推進計

画あたりをきちんと持っていますので、その人権教育の年間計

画に基づいて、かがやきとか含めた青空とかもあるんだと思う

んですけれども、そういうのを活用しながら、子ども達の中の

差別を許さないというか、人権教育、人権意識というのをしっ

かり培っていただくような教育をすることを行っていただきた

いと思っています。 

 で、もう１点、要望じゃないですけれども、人権・同和教育

で人権一般というか、同和教育の視点から部落差別解消推進法

もできましたので、差別があるということを第１条の中にきち

んと認識を示していますし、それも踏まえてですね、なおさら

に学校現場の中では差別を許さないという視点で、子ども達に
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教育長 

 

坂口委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育長 

 

田中主幹参

事 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

しっかり教育をつむいでいってもらいたいなぁという思いでい

ます。 

 最後に、人権・同和教育の中に、今後、メディアリテラシー

とか含めた、また、ＬＧＢＴＱとか様々な中での視点もありま

すので、そういう幅広い中で、人権・同和教育を進めていく視

点を私も含めて私たちがしっかり持って、教育に取り組んでい

かないかんなぁとそういう時代になっていくので、そのあたり

の視点もよろしくお願いしたいと思います。 

 

ありがとうございました。他にございましたら。 

 

今、髙倉委員も言われましたけれども、人権・同和対策課が

多岐にわたって啓発活動をされているということに対しまし

て、感謝申し上げたいと思います。いろんな意味で、例えばＳ

ＮＳ等の問題、中傷批判の問題、いじめ等、あるいはいろいろ

なＬＧＢＴとかそういった問題、そういったいろんなＳＮＳ等

を使ったいじめ、人権にかかわるような問題等の発生、特に低

年齢化しているかというふうに思います。ですので、人権ある

いは同和教育に対する国民一人一人への課題だと思いますの

で、今後も継続してこういった活動を大変だとは思いますけ

ど、継続してお願いしていきたいと思っています。よろしくお

願いしときます。 

 

ほかにございますか。 

 

先ほど、教育委員のほうから、いろんな人権課題があるとい

うことで、丁寧にやってくださいというご意見いただきまし

た。本当にありがとうございます。本年３月に、実はもう福岡

県の教育委員会のほうから、「個別の人権課題に関する人権教育

指導者用手引き」という形で、このような本が発行されており

ます。 

これに基づきまして各学校のほうに、本年度、体系化されたカ

リキュラムということで、年間指導計画等の見直し等お願いし

ているところでございます。こちらの手引きの中には、先ほど

おっしゃられましたように、ＬＧＢＴＱとか、その他の個別の

人権課題に対応する手引きになっておりますので、こちらの周

知徹底のほうを教育委員会としても頑張っていこうと考えてお

ります。 

 



10 

 

 

教育長 

 

 

 

市民環境部

長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育長 

 

 

 

 

男女共同参

画推進室長 

 

学校関係も県教委が中心となって冊子を作ってある、その啓発

を行っていくということであります。 

ほかにございますか。 

 

本日ご意見いただきましたように、いろんな幅広い問題が増

えてきております。ＬＧＢＴＱ＋とか、どんどん増えていって

いるような部分もありますし、ただ、部落問題についても、今

でも、寝た子を起こすなという考え方の意見も多くみられる中

で、実際に結婚問題となったらどうなのかとか、そういった部

分、本日、小・中学校におけるという部分でいきますと、子ど

も達がこれから成長していった中で、結婚に関する問題にぶつ

かったりとか、性的少数者、そういったいろんな多様性の中

で、子ども達が自分たちで判断して生きていける力をつける必

要があると。その内容が幅広くなってきたということを十分に

認識して、関係部署と一緒になって子ども達を育てていくとい

う考えを持ちまして、今後とも事業について進めていきたいと

思っております。よろしくお願いいたします。 

 

以上を持ちまして２つめの議題「小・中学生における人権・

同和教育について」を終わらせていただきます。 

本日の議題がすべて終わりました。以上で、議長としての進行

を終わらせていただきます。ご協力ありがとうございました。 

 

教育長ありがとうございました。 

それでは、次第の４、その他（１）令和７年度第１回総合会議

についてです。また、来年の８月上旬に開催をする予定です。

よろしくお願いいたします。 

 それでは、これをもちまして、令和６年度第２回朝倉市総合

教育会議を終了します。本日はありがとうございました。 


